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会員の皆様におかれましては、ますますご盛栄の

こととお慶び申し上げます。

平素は、当支部の運営に際し格別のご高配を賜り、

厚く御礼申し上げます。

先般、これまで当支部の支部長でありました大弥

保憲氏が退任され、新支部長を選任する臨時理事会

(書面決議)にて新しく支部長を拝命いたしましたの

で、この場をお借りしてご挨拶申し上げます。

歴史ある本支部の舵取りを担うにあたり、その責

任の重さを痛感するとともに、身の引き締まる思い

であります。微力ではございますが協会の発展、ま

た会員検査員様の安全と技術の向上に貢献していく

所存です。

さて近年、建設現場における安全確保や技術の高

度化に対する社会的な関心はますます高まり、私た

ちの責務もより広範なものとなっております。その

一方で、検査員をはじめとする技術者の人材不足や、

若年層の業界離れといった、喫緊の課題にも向き合

わなければなりません。

こうした状況の中で、石川県支部の重要な役割は、

「安全を支える人づくり」であると感じております。
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新任のごあいさつ

編集・発行

公益社団法人建設荷役車両

安全技術協会石川県支部

金沢市尾張町1丁目2番1号

第一大手町ビル4階403号

令和7年8月1日①

支部長馳部裕之

安全技術の継承には、制度や機器だけでなく、それ

を担う人の育成が不可欠です。若い世代がとの業界

に誇りと希望を持てるよう、働く環境の整備や魅力

あるキャリア形成など、必要なことが多くあると考

えております。当支部といたしましても、検査員や

オペレーターの育成、実務に即した講習の充実など、

現場の声を活かした柔軟な取り組みを心がけてまい

ります。

また、会員検査員の皆さまによる日々の点検や検

査業務は、労働災害防止活動の根幹を成すものであ

り、その確実な実施が安全な作業環境の維持に直結

しております。それを改めて認識し、それぞれの業

務が円滑かつ意義あるものとなるよう、皆さまのご

意見やご経験を大切にし、業界の健全な発展を目指

してまいりますので、今後とも当支部に対し変わら

ぬご指導とご支援を賜りますよう、心よりお願い申

し上げます。

最後になりましたが、会員の皆さま方のご健勝と

ご多幸を祈念いたしまして新支部長着任のご挨拶と

させていただきます。
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労働災害発生状況件数(6月末現在)
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死亡災害発生状況

発生
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3月

業

建荷協

木造家屋
建築工事業

4月

令和7年

種

道路貨物
運送業

5 9 9

年<

7

い

50 代

し

年月

彰

かわ

事故の型

令和7年
1月9日

60 代

墜落・転落

令和6年

令和5年10月20日に特定自主検査をした 1
台のフォークリフトについて、検査を行う資
格を有しない者にこれを行わせていたこと。

令和7年
4月28日

崩落、倒壊

5 1 2

4

起因物

労働安全衛生法第54条の4の厚生労働省令で
定める特定自主検査を行う資格を有しない者
に、令和 5年1月20日から令和 7年1月16
日までの間、 3回にわたりフォークリフト1

台の特定自主検査を実施させていたこと。

トラック

不正の内容

11ンごゞ、、§三・1・1y二■二§優良検査貝專の表早二1三ヲ,いでΥ1ごヲ＼1.、ヌ◇

前年同月比

木材、竹材

木造住宅解体工事現場において、解体後の廃材を解体用つ
かみ機で搬出する作業中、トラック運転席上部にいた被災

者が地上に墜落したもの。

1 公益社団法人建設荷役車両安全技術協会

m 企業賞

＼

＼

+3

荷主作業場において、トラックの荷台へフォークリフトに
より製品(木材)を積み込んでいたところ、 3段積みの積
荷が崩れ、トラックの荷台で作業していた被災者が下敷き
となり死亡したもの。
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発生状況

②功績賞

ノ
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企業名

)

登録局等

増減率%

＼

+175

氏

＼

井戸田佳孝

十 1 7

③技能賞

鳥取県

名

0

氏

業務停止6ケ月
令和7年1月9
令和7年7月8

0

古田

処分等の内容

④考案賞

名

ロジスネクスト中部佛

京都

作業中注意喚起看板(電源投入防止・安全宣言)

業務停止2ケ月
令和7年4月28
令和 7年6月27
2月間

所属企業名

建設荷役車両の定期(特定)自主検査制度の定着化に顕著な功績があった団体

標章の簡単な破棄・保管・管理方法

本部会長通年表彰

2 公益社団法人建設荷役車両安全技術協会石川県支部長表彰

d)優良検査員(検査業者検査員)

川下建機工業佛

日から

日までの間

氏

志田和優

労働安全衛生法第54
条の4

労働安全衛生法第54
条の6第2項第2号

日から

日までの

島田

備

考案の名称

中北

②優良検査者(事業内検査者)

誠

考

建設荷役車両の特定自主検査制度の定着化に顕著な功績が認められる。

労働安全衛生法第54
条の4
労働安全衛生法第54
条の6第2項第2号

海

表

氏

コマツ石川総

立田勝彦

彰

小松力ーリフト

名

日立建機日本総

建設荷役車両の検査・整備に尽力し、顕著な業績が認められる。

事由

小倉建設総

表

所属企業名

事由

事由

、、J
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表

井戸田佳孝

彰

、y

考案者

粟島有希

特定自主検査員として、多年にわたりその職責を尽くし、特定自主
検査制度の発展に寄与した功績が顕著である。

、ノ

事由

事業内特定自主検査者として、多年にわたり建設荷役車両の特定自
主検査業務に従事し、その職責を尽くした。

ロジスネクスト中部咽

鵬ケンシン

表

所属企業

彰 事由

表

(氏名の 50音順)
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◎受賞者写真 @璽面

優良検査員1(検査業者検査員) (3名)
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川下建機工業嶋
古田真吾氏

今回は心の防災について話し合いましょう
まず、防災のマインド(心構え)について
物の備え:非常持ち出し袋、スマホ充電器付きラジオ、防災笛、ビニール袋など
心の準備:冷静に行動するための心の準備が確実に出来てれば適切な対応がとれます。
1<災害時に起こりやすい心身の反応>
①身体面では頭痛、胃痛、ふるえ、めまい、持病の悪化、風邪をひきゃすくなる
②イライラしたり無力感になる、一人が怖い、眠れない、少しの揺れでも体が反応する
Ⅱ<心のケア>計画的に休む、音楽を聴く、不安などの感情を友人等に吐き出す事が大切です
Ⅲ<考え方> Aさん:想定外の災害はどこかでおきるね!
Bさん:どこで発生してもおかしく無いよ、此処も危ないかも? Aさん:今日わが身に起きても不思議でないか?
Bさん:早速皆で避難ルートを歩いてみよう! Cさん:危険個所調べるのをTVでも見たよ,意識づけが大切だね,
大の里も相撲頑張ってるし,先ずは持ち出し袋を皆で作ろうか!やるぞGO!!
Ⅳ<ストレスに症状について>最近耳にする言葉で、急性ストレス反応(生死に関わるような被災状況を体験,目撃)、
PTSD(心的外傷後ストレス障害でーか月以上続く場合)などあります。何かで没頭しているときに幸福感が高まって、
仕事をすることで元気になる!びっくりするぐらい能率よく計画が進んだ経験があります。気をつける事は自分の能力

より少し上で、丁度良い難易度の課題が重要です。そしてチームのまとまりが大切。
人の持つ長所や強み、プラス面に注目して伸ばす。ストレスを減らすより職場に行くと元気になるように進めましょう。
V<心のケアで大切なこと>

傾聴する:無理に話を聞き出すと辛くなる人もいますので様子を見ながらする。①
② 感情の表現:怒鳴りや泣いたりすることを止めたり、無理に抑え込むことはしない。
3 傷つける言葉:やっと避難所へ辿り着いた、もうこれ以上頑張ったら命が亡くなる
に対して、傷つけない様に励ました言葉が逆に傷付けてしまう事がありますので注意が必要です。
がんばれ頑張れが、しげ死げ!と聞こえた、神戸震災では禁句で言わない事と場内放送があったそうです。
Ⅵ<まとめ>会社での対応も同じで、公助、民助、より近助が震災発生直後は一番大切です。日頃から防災の意識を常に持っ

て自分ごとと心に感じて、少しでも自信をもって行動が出来るように心の準備を進めましょう。
心の安全よし!!心の準備よし!!ありがとうございました。 荒木

R7年7月2日
建機実務研修「記録表作成(実技)コース」
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④令和7年8月1日

実施年月日

1月1日

1月23日
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建荷協いしかわNO.86発行

1月24日

令和6年度全国支部長会議

事業

2月12日

令和6年度全国事務局長会議

の

建荷協

名称

2月27日

第 135回理事会

い

3月6日
~7日

時間外労働・休日労働に関する36協定の
届け出

し かわ

配付先全会員ほか

3月14日

令和6年度北陸ブロック業務打合せ会議

4月15日

ホテルメトロポリタンエドモント(東京飯田橋)
全国支部長、大弥支部長、荒木事務局長
令和7午度事業計画書について

登録教習機関令和6年度事業報告
(フォークリフト運転技能講習)

事

4月24日

場所
出席者
議案

事務所移転

ホテルメトロポリタンエドモント(東京飯田橋)
全国事務局長、荒木事務局長
令和7年度事業計画書(各部門からの説明)、その他

業

金沢市異業種研修会館
理事7名、監事1名
①令和6年度事業報告について
②令和6年度決算報告について
③令和7年度事業計画(案)について
④令和7年度収支予算(案)について
⑤優良検査員等の表彰について

4月30日

令和7年度第1回石川県労働災害防止
関係団体連絡協議会

の

5月2日

届出先
担当者

5月2日

概

5月9日

実施状況報告書提出(最終)

場所
出席者

令和6年度内部監査実施

金沢労働基準監督署長
荒木事務局長

5月26日

要

フォークリフト運転技能講習内部監査

福井商工会議所(福井市)
富山県支部岡島事務局長黒田主任
福井県支部寺岡事務局長田中事務員
石川県支部荒木事務局長田中係長
令和7年度研修計画について1

巡回指導計画について2

各支部からの提案議題について3

内容

支部入会申込

(独)高齢・障害・求職者雇用支援機構石川支部
業能力開発促進センター
10 名
高橋慎一(日本キャタピラー(同))

キ玩 所
担当者

第 136回理事会

場所旧事務所神宮寺から尾張町第一大手町ビルヘ

5月26日

場所
出席者
議題

石川労働局
健康安全課米谷課長代理

金沢駅西合同庁舎2階会議室
荒木事務局長(13 団体21名)
行政の進捗状況について1

令和7年技能講習・特別教育等実施計画その他2

令和7年度安全衛生行政の推進について3

令和7年度石川県産業安全衛生大会について4

労働災害防止団体における労働災害防止活動について5

令和7年度第H回支部定時総会

6月25日

所玩
担当者

石川職

中原支部監事、辻野支部監事

中原内部監査人、辻野内部監査人

石川労働局
坂本専門官、荒木事務局長

高所作業車特定白主検査能力向上教育
(資格取得後5年以上経過者)

7月2日

所場ザ
担当者

石川職

荒木事務局長

◇今後の予定

石川県支部の今後の講習予定は次のとおりです。皆様のご参加をお待ちしております。
① 8月20日(水)車両系建設機械特定自主検査能力向上教育
② 9月3日ケ拘車両系建設機械実務研修「記録表作成(実技)コース」
③ 10月23日(木)~25日(士)高所作業車特定自主検査検査業者検査員資格取得研修
④Ⅱ月20日(木)特定自主検査セミナー

媒カナモト金沢営業所
杉本工場長代理、荒木事務局長

特定自主検査実務研修
「記録表作成(実技) コース」

ホテル日航金沢
理事7名、監事1名
令和6年度事業報告について①
令和6年度決算報告について②

ホテル日航金沢
57社(うち委任状提出 40社)
石川労働局労働基準部長、健康安全課長
1 報告事項
①令和6年度事業報告について
②令和7年度事業計画について
③令和7年度収支予算について
2 決議事項
①令和6年度決算報告について
3 表彰について

場所

受講者
講師

(独)高齡・障害・求職者雇用支援機構石川支部
業能力開発促進センター
9名
河西正文(側アイチコーポレーション)
池田正樹(櫛工ーエスシー)

場所

受講者
講師

所
者
容
席
場
出
内

所
者
容
席
場
出
内

所
者
案
席
場
出
議

所
者
賓
案

席
場
出
来
議


